










はじめに 

モニタリングの目標は環境要因の変化の監視と環境要因による先天異常の発生予防である

。 

染色体は客観性の高いデーターで,集団の選定がうまくなされれば,先天異常モニタリング

のマーカーとしてきわめて優れたものである。しかし染色体を指標としたモニタリングを

実施するとなると,解決すべき多くの隘路が存在している。日本人における染色体異常頻度

のベースラインの設定,方法論の統一,モニタリングを実施するための人的,経済的問題の

解決などがそれである。 


